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■事業計画額算定シート

うち対象３区分（※２）の合計

①　平成30年度病床機能報告 92 53 145 92

②　令和２年４月１日時点（※１） 77 53 130 77

③　支給対象病床算定基準＝② 0 77 53 0 0 130 77

うち対象３区分の合計

62 53 0 115 62

0 15 0 0※対象３区分の病床数の合計が減っていません。
15

15 15

回復期 介護医療院 合計 0 15 15

0 0

うち支給対象病床数

0 15 0 0 0 15 15

うち対象３区分の合計

①　平成30年度病床機能報告 92 53 145 92

②　令和２年４月１日時点 77 53 130 77

対象３区分の病棟の
年間在棟患者延べ数（人）

高度急性期 急性期 慢性期 合計

①　平成30年度病床機能報告（※４） 26,708 26,708

②　令和２年４月１日時点 25,347 25,347

＜選択＞

Ａ　平成30年度病床機能報告 適用 Ａ

Ｂ　令和２年４月１日時点 適用 Ｂ Ｂ

90.2%
単価(千円) 支給額(千円) 69

2,280 18,240 8

単価(千円) 支給額(千円)

2,280 15,960 7

要件
審査

90%削減チェック ○

11 支給申請額（千円） 34,200

令和3年3月31日

099-251-2221
メールアドレス dsasaki@jiaikai.jp

　病床削減支援給付金　③　いづろ今村病院

医療機関名 所在地（住所）

公益財団法人慈愛会　いづろ今村病院 鹿児島市堀江町17-1

開設者名 事務担当者
佐々木大輔

病床を削減した日
（又は削減予定日）

9
削減前の対象３区分の稼働病床
数から一日平均実働病床数までの
削減分に係る支給額

合計

6

許可病床数 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟 合計

急性期 回復期 慢性期 休棟等

※３　病院統合や地域医療連携推進法人の病床融通制度等を活用し、他の病院等へ病床が移転されている場合に記載すること。
　　　 また、「（参考）病床移転にかかる概要」シートに関連する病院等の病床数を記載すること。

10
一日平均実働病床数から削減後
の対象３区分の許可病床数までの
削減分に係る支給額

理事長　今村英仁
所属　・　役職　・　氏名
電話番号

7

※４　対象３区分の病棟に係る平成30年度病床機能報告の報告様式１（病棟票）の（48）欄の数値を計上すること。 なお、平成30年度
病床機能報告の報告様式１（病棟票）において、「過去１年間の間に病棟の再編・見直しあり」と報告した病棟の年間在棟患者延べ数に
ついては、以下の式により補正して計上すること。

　○　補正後の年間在棟患者延べ数＝年間在棟患者延べ数（（48）欄に記載された数値）÷報告可能な対象期間（月単位）×１２

　　（注）　報告可能な対象期間（月単位）は、平成30年度病床機能報告で報告した月数とすること。
　　　　　例）　報告可能な対象期間を「平成29年７月１日～平成30年12月末日」とした場合　⇒　報告可能な対象期間（月単位）＝６

8

対象３区分の病床稼働率 一日平均実働病床数
適用する
病床稼働率

79.5% 73

90.2% 69

4
対象３区分から

回復期又は介護医療院へ
転換した病床数

5 削減病床数　（1③－2）
高度急性期

休棟 合計

3 他の病院等への移転病床数※３
高度急性期 急性期 回復期 慢性期 対象３区分の合計

休棟等 合計

※１　各機能ごとの数値については、地域医療構想調整会議にて確認されていること。
　　　　令和２年４月１日時点で病床数の変更があった場合は、変更前の病床数を記載すること。

※２　対象３区分＝高度急性期、急性期、慢性期（以下同様）

2
病床削減後の許可病床数

（＝病床削減後の稼働病床数）

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

1

稼働病床数 高度急性期 急性期 回復期 慢性期
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■事業計画額算定シート

うち対象３区分（※２）の合計

①　平成30年度病床機能報告 60 60 60

②　令和２年４月１日時点（※１） 60 60 60

③　支給対象病床算定基準＝② 0 60 0 0 0 60 60

うち対象３区分の合計

0 0 0 0

0 60 0 0※対象３区分の病床数の合計が減っていません。
60

14 14

回復期 介護医療院 合計 0 60 60

0 0

うち支給対象病床数

0 60 0 0 0 60 60

うち対象３区分の合計

①　平成30年度病床機能報告 60 60 60

②　令和２年４月１日時点 60 60 60

対象３区分の病棟の
年間在棟患者延べ数（人）

高度急性期 急性期 慢性期 合計

①　平成30年度病床機能報告（※４） 2,665 2,665

②　令和２年４月１日時点 2,546 2,546

＜選択＞

Ａ　平成30年度病床機能報告 適用 Ａ

Ｂ　令和２年４月１日時点 適用 Ｂ Ｂ

12.2%
単価(千円) 支給額(千円) 7

1,140 60,420 53

単価(千円) 支給額(千円)

2,280 15,960 7

要件
審査

90%削減チェック ○

11 支給申請額（千円） 76,380

開設者名 事務担当者
牧野田　栄一所属　・　役職　・　氏名

　病床削減支援給付金　④　下稲葉病院

医療機関名 所在地（住所）

下稲葉病院 鹿児島市山之口町6-3

院長　下稲葉　耕生

7

※４　対象３区分の病棟に係る平成30年度病床機能報告の報告様式１（病棟票）の（48）欄の数値を計上すること。 なお、平成30年度
病床機能報告の報告様式１（病棟票）において、「過去１年間の間に病棟の再編・見直しあり」と報告した病棟の年間在棟患者延べ数に
ついては、以下の式により補正して計上すること。

　○　補正後の年間在棟患者延べ数＝年間在棟患者延べ数（（48）欄に記載された数値）÷報告可能な対象期間（月単位）×１２

　　（注）　報告可能な対象期間（月単位）は、平成30年度病床機能報告で報告した月数とすること。
　　　　　例）　報告可能な対象期間を「平成29年７月１日～平成30年12月末日」とした場合　⇒　報告可能な対象期間（月単位）＝６

8

対象３区分の病床稼働率 一日平均実働病床数
適用する
病床稼働率

12.2% 7

6

許可病床数 高度急性期

099-226-2322
メールアドレス uroshimoinaba@cap.bbiq.jp
電話番号

11.6% 6

9
削減前の対象３区分の稼働病床
数から一日平均実働病床数までの
削減分に係る支給額

10
一日平均実働病床数から削減後
の対象３区分の許可病床数までの
削減分に係る支給額

合計

慢性期 休棟 合計

5 削減病床数　（1③－2）
高度急性期 急性期 回復期

急性期 回復期

慢性期 休棟等

慢性期 対象３区分の合計

※３　病院統合や地域医療連携推進法人の病床融通制度等を活用し、他の病院等へ病床が移転されている場合に記載すること。
　　　 また、「（参考）病床移転にかかる概要」シートに関連する病院等の病床数を記載すること。

4
対象３区分から

回復期又は介護医療院へ
転換した病床数

3 他の病院等への移転病床数※３
高度急性期 急性期 回復期

※２　対象３区分＝高度急性期、急性期、慢性期（以下同様）

2
病床削減後の許可病床数

（＝病床削減後の稼働病床数）

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟 合計

病床を削減した日
（又は削減予定日）

令和3年3月31日

休棟等 合計

※１　各機能ごとの数値については、地域医療構想調整会議にて確認されていること。
　　　　令和２年４月１日時点で病床数の変更があった場合は、変更前の病床数を記載すること。

1

稼働病床数 高度急性期 急性期 回復期 慢性期
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　医療機関統合支援給付金　⑤　今村総合病院，いづろ今村病院，下稲葉病院　

１．申請者の情報 申請年月日 2020 年 12 月 11 日

フリガナ コウエキザイダンホウジンジアイカイ　イマムラソウゴウビョウイン

住所・所在地

〒 890 － 0064

代表病院の名称

099-251-2221
ファクシミリ 099-250-6181
電子メール dsasaki@jiaikai.jp

２．統合関係病院等の情報

公益財団法人慈愛会　今村総合病院 鹿児島市鴨池新町11-23

フリガナ   リジチョウ　イマムラヒデヒト

事務担当者

氏名 佐々木　大輔

開設者
（代表者の職・氏名も記載）

  理事長　今村英仁

電話番号

Ⅰ ○ 同上 同上 同上

構想区域 統合後の状況 平成30年度病床機能報告における稼働病床数

　統合関係病院等の情報  （各病院等の支給申請額算定シートから転記）

番号 代表病院 病院等の名称 開設者氏名 代表病院の住所・所在地

慢性期 休棟等

351 103 212 36 0 0
鹿児島 存続

総病床数 高度急性期 急性期 回復期

番号 代表病院 病院等の名称 開設者氏名 統合関係病院等の住所・所在地

Ⅱ 公益財団法人　慈愛会　いづろ今村病院 今村　英仁 鹿児島市堀江町17-1

休棟等

130 0 77 53 0 0

構想区域 統合後の状況 平成30年度病床機能報告における稼働病床数

鹿児島 存続
総病床数 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

番号 代表病院 病院等の名称 開設者氏名 統合関係病院等の住所・所在地

Ⅲ 下稲葉病院 下稲葉　耕生 鹿児島市山之口町6-3

休棟等

60 0 60 0 0 0

構想区域 統合後の状況 平成30年度病床機能報告における稼働病床数

鹿児島 廃止（無床診療所化）
総病床数 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

　統合完了予定日

2021 年 3 月 31 日

　重点支援区域における統合計画（プルダウンで選択）

非該当
※　重点支援区域申請において「再編統合（機能連携等を含む）の対象となる医療機関」として位置付けた
　医療機関がすべて含まれている統合計画である場合は「該当」、そうでない場合は「非該当」を選択する
　こと。

３．支給申請額

支給申請額（千円） 52,440
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■支給申請額算定シート

番号 代表病院の名称

公益財団法人慈愛会　今村総合病院

構想区域

鹿児島

うち対象３区分（※２）の合計

①　平成30年度病床機能報告 19 281 36 336 300

②　令和２年４月１日時点（※１） 103 212 36 351 315

③　支給対象病床算定基準＝① 103 212 36 0 0 351 315

うち対象３区分の合計

103 227 50 0 380 330

0 -15 -14 0 0 -29 -15

-15 -14 -15

※３　他の統合関係病院等から移転を受けた病床数はマイナス表記、他の統合関係病院等へ移転した病床数はプラス表記とすること。

回復期 介護医療院 合計

0 0

うち支給対象病床数

0 -15 -14 0 0 -29 0

※対象３区分の移転病床数または転換病床数に誤りがあります。

うち対象３区分の合計

①　平成30年度病床機能報告 19 281 36 336 300

②　令和２年４月１日時点 103 212 36 351 315

対象３区分の病棟の
年間在棟患者延べ数（人）

高度急性期 急性期 慢性期 合計

①　平成30年度病床機能報告（※４） 6,254 85,084 91,338

②　令和２年４月１日時点 33,782 63,531 97,313

＜選択＞

Ａ　平成30年度病床機能報告 適用 Ａ

Ｂ　令和２年４月１日時点 適用 Ａ Ｂ

83.4%
単価(千円) 支給額(千円) 250

2,052 0 0

単価(千円) 支給額(千円)

2,280 0 0

11 重点支援区域における統合計画 非該当 × 1.0

12 支給申請額（千円）

削減病床数　（1③－2）
高度急性期

休棟

慢性期

慢性期 対象３区分の合計

※１　各機能ごとの数値については、地域医療構想調整会議にて確認されていること。
　　　　令和２年４月１日時点で病床数の変更があった場合は、変更前の病床数を記載すること。

2

休棟等 合計

高度急性期 合計急性期 回復期 慢性期

3
急性期 回復期

1

高度急性期 急性期 回復期

統合後の許可病床数
（＝統合後の稼働病床数）

稼働病床数

他の統合関係病院等間の
移転病床数※３

高度急性期

※２　対象３区分＝高度急性期、急性期、慢性期（以下同様）

10
一日平均実働病床数から削減後の
対象３区分の許可病床数までの削
減分に係る支給額

慢性期

※４　対象３区分の病棟に係る平成30年度病床機能報告の報告様式１（病棟票）の（48）欄の数値を計上すること。 なお、平成30年度病
床機能報告の報告様式１（病棟票）において、「過去１年間の間に病棟の再編・見直しあり」と報告した病棟の年間在棟患者延べ数につい
ては、以下の式により補正して計上すること。

　○　補正後の年間在棟患者延べ数＝年間在棟患者延べ数（（48）欄に記載された数値）÷報告可能な対象期間（月単位）×１２

　　（注）　報告可能な対象期間（月単位）は、平成30年度病床機能報告で報告した月数とすること。
　　　　　例）　報告可能な対象期間を「平成29年７月１日～平成30年12月末日」とした場合　⇒　報告可能な対象期間（月単位）＝６

9
削減前の対象３区分の稼働病床数
から一日平均実働病床数までの削
減分に係る支給額

休棟 合計

7

6

高度急性期 急性期 回復期許可病床数

8

対象３区分の病床稼働率

0

代表病院の住所・所在地

鹿児島市鴨池新町11-23

Ⅰ 統合後の状況

存続

開設者氏名

  理事長　今村英仁

急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計

4
対象３区分から

回復期又は介護医療院へ
転換した病床数

5

一日平均実働病床数
適用する
病床稼働率

83.4% 250

84.6% 266
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■支給申請額算定シート

番号 統合関係病院等の名称

公益財団法人　慈愛会　いづろ今村病院

構想区域

鹿児島

うち対象３区分（※２）の合計

①　平成30年度病床機能報告 92 53 145 92

②　令和２年４月１日時点（※１） 77 53 130 77

③　支給対象病床算定基準＝② 0 77 53 0 0 130 77

うち対象３区分の合計

62 53 0 115 62

0 15 0 0 0 15 15

15 15

※３　他の統合関係病院等から移転を受けた病床数はマイナス表記、他の統合関係病院等へ移転した病床数はプラス表記とすること。

回復期 介護医療院 合計

0 0

うち支給対象病床数

0 15 0 0 0 15 0

※対象３区分の移転病床数または転換病床数に誤りがあります。

うち対象３区分の合計

①　平成30年度病床機能報告 92 53 145 92

②　令和２年４月１日時点 77 53 130 77

対象３区分の病棟の
年間在棟患者延べ数（人）

高度急性期 急性期 慢性期 合計

①　平成30年度病床機能報告（※４） 26,708 26,708

②　令和２年４月１日時点 25,347 25,347

＜選択＞

Ａ　平成30年度病床機能報告 適用 Ａ

Ｂ　令和２年４月１日時点 適用 Ｂ Ｂ

90.2%
単価(千円) 支給額(千円) 69

2,280 0 0

単価(千円) 支給額(千円)

2,280 0 0

11 重点支援区域における統合計画 非該当 × 1.0

12 支給申請額（千円） 0

90.2% 69

9
削減前の対象３区分の稼働病床数
から一日平均実働病床数までの削
減分に係る支給額

10
一日平均実働病床数から削減後の
対象３区分の許可病床数までの削
減分に係る支給額

7

※４　対象３区分の病棟に係る平成30年度病床機能報告の報告様式１（病棟票）の（48）欄の数値を計上すること。 なお、平成30年度病
床機能報告の報告様式１（病棟票）において、「過去１年間の間に病棟の再編・見直しあり」と報告した病棟の年間在棟患者延べ数につい
ては、以下の式により補正して計上すること。

　○　補正後の年間在棟患者延べ数＝年間在棟患者延べ数（（48）欄に記載された数値）÷報告可能な対象期間（月単位）×１２

　　（注）　報告可能な対象期間（月単位）は、平成30年度病床機能報告で報告した月数とすること。
　　　　　例）　報告可能な対象期間を「平成29年７月１日～平成30年12月末日」とした場合　⇒　報告可能な対象期間（月単位）＝６

8

対象３区分の病床稼働率 一日平均実働病床数
適用する
病床稼働率

79.5% 73

回復期 慢性期 休棟等 合計

6

許可病床数 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

急性期

休棟 合計

4
対象３区分から

回復期又は介護医療院へ
転換した病床数

5 削減病床数　（1③－2）
高度急性期

休棟 合計

3
他の統合関係病院等間の

移転病床数※３

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 対象３区分の合計

休棟等 合計

※１　各機能ごとの数値については、地域医療構想調整会議にて確認されていること。
　　　　令和２年４月１日時点で病床数の変更があった場合は、変更前の病床数を記載すること。

※２　対象３区分＝高度急性期、急性期、慢性期（以下同様）

2
統合後の許可病床数

（＝統合後の稼働病床数）

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

1

稼働病床数 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

開設者氏名 統合関係病院等の住所・所在地

Ⅱ

今村　英仁 鹿児島市堀江町17-1

統合後の状況

存続

- 5 -



■支給申請額算定シート

番号 統合関係病院等の名称

下稲葉病院

構想区域

鹿児島

うち対象３区分（※２）の合計

①　平成30年度病床機能報告 60 60 60

②　令和２年４月１日時点（※１） 60 60 60

③　支給対象病床算定基準＝② 0 60 0 0 0 60 60

うち対象３区分の合計

0 0 0 0

0 60 0 0 0 60 60

14 14

※３　他の統合関係病院等から移転を受けた病床数はマイナス表記、他の統合関係病院等へ移転した病床数はプラス表記とすること。

回復期 介護医療院 合計

0 0

うち支給対象病床数

0 60 0 0 0 60 46

※対象３区分の移転病床数または転換病床数に誤りがあります。

うち対象３区分の合計

①　平成30年度病床機能報告 60 60 60

②　令和２年４月１日時点 60 60 60

対象３区分の病棟の
年間在棟患者延べ数（人）

高度急性期 急性期 慢性期 合計

①　平成30年度病床機能報告（※４） 2,665 2,665

②　令和２年４月１日時点 2,546 2,546

＜選択＞

Ａ　平成30年度病床機能報告 適用 Ａ

Ｂ　令和２年４月１日時点 適用 Ｂ Ｂ

12.2%
単価(千円) 支給額(千円) 7

1,140 52,440 46

単価(千円) 支給額(千円)

2,280 0 0

11 重点支援区域における統合計画 非該当 × 1.0

12 支給申請額（千円） 52,440

11.6% 6

9
削減前の対象３区分の稼働病床数
から一日平均実働病床数までの削
減分に係る支給額

10
一日平均実働病床数から削減後の
対象３区分の許可病床数までの削
減分に係る支給額

7

※４　対象３区分の病棟に係る平成30年度病床機能報告の報告様式１（病棟票）の（48）欄の数値を計上すること。 なお、平成30年度病
床機能報告の報告様式１（病棟票）において、「過去１年間の間に病棟の再編・見直しあり」と報告した病棟の年間在棟患者延べ数につい
ては、以下の式により補正して計上すること。

　○　補正後の年間在棟患者延べ数＝年間在棟患者延べ数（（48）欄に記載された数値）÷報告可能な対象期間（月単位）×１２

　　（注）　報告可能な対象期間（月単位）は、平成30年度病床機能報告で報告した月数とすること。
　　　　　例）　報告可能な対象期間を「平成29年７月１日～平成30年12月末日」とした場合　⇒　報告可能な対象期間（月単位）＝６

8

対象３区分の病床稼働率 一日平均実働病床数
適用する
病床稼働率

12.2% 7

回復期 慢性期 休棟等 合計

6

許可病床数 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

急性期

休棟 合計

4
対象３区分から

回復期又は介護医療院へ
転換した病床数

5 削減病床数　（1③－2）
高度急性期

休棟 合計

3
他の統合関係病院等間の

移転病床数※３

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 対象３区分の合計

休棟等 合計

※１　各機能ごとの数値については、地域医療構想調整会議にて確認されていること。
　　　　令和２年４月１日時点で病床数の変更があった場合は、変更前の病床数を記載すること。

※２　対象３区分＝高度急性期、急性期、慢性期（以下同様）

2
統合後の許可病床数

（＝統合後の稼働病床数）

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

1

稼働病床数 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

開設者氏名 統合関係病院等の住所・所在地

Ⅲ

下稲葉　耕生 鹿児島市山之口町6-3

統合後の状況

廃止（無床診療所化）

- 6 -
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